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衿｝差の＇i)主慢

村、晶、主一毛主的 lτ寺キキt衿孟℃暫；伝寺町孟乙民俗衿i蓋に冗 \tt 唱るごとす出三年も

エ ヰ寺社神通は名神差の B当代市「も写 B~Z-1歪宅~if-l社名的に衿道α 主 j丸
定 ti. し 田宮やit!:主義社全の illH技会 I三漆え寸守的、て色色。之札は号会
祖 t t. Tご九いが村社宅椅科自の絡会的キ J心乙し、 Bキ衿託で科 i差の伝
伐に根さ・司教主えに宰育会的TL守主践℃、 氏寺九むの怯~tp号、＝主こも i封主を
℃ t 九ヲ Z ¥¥ ~。
豆、苛会派衿 i董工氏、日ネ在与の’幸~立伝統重茎笠 I＝十7L~~：己湾 B 牟に都
式‘さ札十＝十三派 mヰキ邑~会田呑 dヤノーと有九衿益 m直還をいう．乞 (j) 特色
¥"l. ＼室主衿 i亘主 t:－は個人的’寺考全体験t t 乙にして 教祖k- ~ ＼＼は姐誌記者
t t ち、主 ζ し l.~~1皆窟の閉 l二モ札ぞ札－~田m考ク？民主都民主し在最に
あら。
豆、毘恰衿差とは、民間信仰の今て乙えに衿温乙関4草津山毛のをいヲ
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(2) 

。セ ~キには社会の屯｝立に効回白勺1：副議毛九え号繁華主的九史哲怜匂 t 九し
に －＊＇~＇混殺の搭lτ 行九ね札℃ U ~民間恰it? 1J＇・ 1示も。民間信仰じ＼，1 l¥) 
i畳教・ ~t· 考会・句、） ＇.ス』号生町主ニう Tょタトキ守考会 m t主計~ ~ t三はモ札乙ぎ乞し
た l (j) b.) ＼－ふ. ＂＇.兄術・毘悶海万九ピのさ玉 ~-'C. 守形の残留と It ち札 ~t
m、 l合旬の衿・富野村 (J)信仰で日待 :::. t:, り智. ~奇めの習俗九 E衿差
の＇-y. %~構｝主主九有 t (j) 九てをi ') oc 11谷村_ij L. V主主℃して乙の駕三吃培
有。
こ札も三倦町村i重は互＼＼にすっ、わ＜1 乞ヲ Z l¥ ~。村う子主衿 2主 ζ 宅E ~~抽 i昼
（｝）相.I電民主見キ主的大・1・℃~：fl ~i亀~~'l. en 強弱 l: d弘行 -k. （））区別はむ； ~l.{ fF.J 
4もの聞に守聞も九九t1ぇ~~·.~~引えご℃ Vt 由吉住て弘、。 主主勃：制令透 m t言
告はF舌む村知的氏毛セ主~oh 民俗持基的tl ~1容を今日 t ベ宗主 1. ＼＼可。

検邑（］） ii 手こ

梢；盈m i豆主Vt ］＼..~キ由つの大芝九日寺状ロ l.R ’庁有らこ℃ザ也寺～·.. ｷ-
A 、科益力.－ ~J.・教J霊~、一室笠、宍、l 7、 H 数九℃”の外来宗敬ω彩管色う
¥.i ti. ＼、）-J-. 普I O'J B者状。
日キ l二お防、つ主守は 守由三毛G ；要守つ、う年九の（＿＂- キ包の女均の輸1λ
有九わち、 ~J- ~主的持者γの骨I 1: ~軍事ケ宝併九ウ「、t:: 人て ι ちう.. i:＂＇か

も t 札〉、ょ言、の t色村：基＼°t 、 r-- ちの口三事恰誌が怯t t三文朝、℃九、 1三 'l (J") 
マ：莞ち守のわ有守的怜寄阜の t 色合有 t (j) 九じ七はすも守住専也毎も．乞
ういヲロ三賢伝言えは ｝＼. ~ t己＼：：.令訟で札 t: さ事主己 l 1包容 j キt> f~主主手〕や 9
4与書記 L 和主手；春；支四等）九 ·c ＼二記鈴 L 七． 之の梢阜の主主 I見のっちに
は 強い cf u;\ のおで写t 覧村けもウヘ工 jしべ J\，教授℃タタえ ω 牝町西洋守
号 1-= .）；：－ラて 精畠の衿誌は込可全〈、株主＇l的九在日で書、九。
司 令、 3i!1- ℃之のイせのタト幸守弘寸v；藍~し℃すもの時ペミ．
白キ害訴に与：. .¥I¥. r;t 11t－ 脅す西同五五ニ宝寺 L 叙＼：＼｝＼ヲミ主十三冬、にも ｛： 口
付~さ札 t: 0 士のか寄与が妙えのキ包 m 主物宅もれもし住。菊I しい :t ()) 
~ tfc- りたがる日冬／.......は をの考魚〉、と札ち 4言 i'r~ 'l 札乙守宅に占＼＂＇ ¥1:) （｝＼ 古zw. 
t 司てじ 4音色。均 ζ し t を νr 守札色。
ベ〆 F. l の ~t- ~乍は、守 1塾私主 1l'：奇R熊キ怠 1＝受 vt宅札も札志向Lエヰ純化
宅全吋之き主ゥー モ札が7 ン了った 挫すう孤立し 7三日牟色国へ序する出
lτ 、主主主うー寝室えをれさ札在。 B 」t it· 号t の i巷令；氏 L工守匂 m 令：氏つ、
も m 縫舟＜ t 主張 L L 肱．しぽモの J急祈.t '1宰栴司九ウ「、婁樗に \t. 、 99 ~ 
の i急令 毛の 1主義にも＼＼℃ i茎＼＼力
@cn ~ピ寄：氏与（） l ヲ℃茎主．し I、。 司
4ι "ft: ·/y寺名入 ll. ウ、う ｛毘｛象ず｛司 t 九つ、 守 1= 衿ネ主に芯＼＼て＼，1_ ~＇・弓Hi勺九t民
怯ウr守置さ札ち．之の現象ウv卑え力、七基昆宰也事うす 広〈一知イヒした
のは主筆~~奇伏すもで具、之、ヰキtι習乞 ζ 呼ぽいも。
モ机に k 札収、ーちの中核わ衿は草Lの茎今 L 本 t{t ）乙脅ええ号札、 4せち
のを札は之の写~rn.li主 I見）~長は外均（垂；~.ホf r>1言せも札長カペ高弘
か相官、の全体 t 'ft'~怠す定。 （ネ jt金引税守 :r:;'7
v. 切の外 1：：.憶もや i量考会で弐‘l ス L 計九 ·ct 主人主・ム日寺町立 1ヒに：委 i生
し Tニゲ 日キ文｛乞ががれウ、もー番大き九苧宮t をけす＝工主れ札℃いら
。

c 衿 i量力、1ι奇主乙句者往左札佐時代
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(3) 

ldf\：会民代（ ＼~もa 斗～＼q \"2. 金子）の寵初小委主主干悶に九か Tよりを争力的九政官
か発表立札 7三 ω モ小々＼－：.. ＼志梢 2き℃い. ~再生℃の完包九句事亀 t＇＼＇忌令され尖．
2 の守~~ m 何‘i~i外－ 1- に号. ＇－~き C）二
一、ネキキ土に陵i 有ら ~t- ~量は女べ℃霊怜にナL \1 札ぽ九七九＇＇ ::: ｷc. モの 1t、
ほのキロ L工科事長に再n号さ札 r－：.人会主山 t:.
ュ ~t・憶をヰキ休℃~~ヰ今井主比『べ Z モセt t 岳 ζ・買え ＜ 1 管 L九＼1 札＼."t" tt う
Ti. ＼＼ ヱ℃．
三、品いか憎て五、 t：~奇取は払司会工のお棄の ~.if'afl t. して、 之の笠竜雄
はさ ti. ~1 机 ~-r 九 s tJ.. ¥ ＼ご乙。
巴 上位衿訟のセ襲本法勺、も tO'> 元金手引特悔乏奮h九円札広九も九日
し：有べての村肢をキ主主し il.. け札比九色九いさて．
玉； A営住は、衿す μ の守主 i昆 E払｛｝、む、は執のキ悼て志もていう~ '( t. 
；－官 1 ＝~~主に t;L ~t ＼へは・九も九竹之 L. • 
＝の 9Fl ：，~ m 令号事的九動乱期には ~J. 考会 ω 美術ふで支耐えず妙〈の相討すも
情出さ机て、大き＼＼ 'A に場 Lγλ 札九~ ＼..寸 L 温良《‘この宝物の一
主？を 1t モウ、に情出‘ L l. 包宅に悔苓しれ仏勢佐走。 "k.
。 科‘邑σ1 国本等R のI支止の踊伏．
箆ニ；ヌ t 界プ又号泣 1.：時制定4毛 t: -p メ、l 力軍司零＼.t 、執~ fJ" B キ人 m 愛宙心
~ t~ して そういう司うにせ累のヰキむを危稼にさもセ 1;;, -:: "(_ "'t 怯仁℃
れちのて＼ 包玄℃持主主守号会 ζ O> 'J) i陥色喪主肯ご L. ~キ民~した．

g ：；撃ち状守教にh \,t う色然衿信仰

白キの主Aえに＼.t志賀九幕純文 BF\す寄っ、れ主的て 色然℃人主ちは流、き
C) ~ ~ll され九令、tτ－怠ちう。むしち人間は主究主有 rn., ±..℃一体 iにし
之、色然主要主し、モ仇克 'Jt- lニ人科以主＝ ω 村査定感4亀有も．主・ 3、弓、
λ 為勺r血容に偽札当日キ人民色併の言老相にヰキ勺 α 霊力主克己にちつ、，•¥ ¥ 
Jl.. ＼、．
主紙人 L主弓こめ岡田の色特の宝悼宝寺奇~ネ見し、 乏のセべてに対して寄苛え
れ九態定 t.~ ~ ＇（鬼わ礼て＼¥ -zーか、事実は特qヰ九t Q) t：··はず霊応札 t
守号土的対徒にさ札当．をの J二、~ ＼：＇星 l-t~ て 乏の寄4静的対句~ ＇（＿九も
ものは、~ち~L. tt.方乙 tニ主二句、て 2量、。｛すl i. ~t. ‘牧草毘す家主主科ヰ見し
、専制乍ヲ邑ワT李釣ゐ主宰考会的対自主亡可九。
ち｛＼ (f)B キ人力，..九 tt＇・ 6特のさ毛T見包 l＝特色九t の tまためブ三かというと
彼等の生；乏か色桝 I::. l:: ヲ 2 寄－~智され、主~之れ主ウ、合で志ちう．目キ
の衿匂方、人 r'~l：：対＼.. "L 3長色己的な努力t t っと のでおヲ t= 0 言苛生の方面
むは持℃人℃は支配急ヒネ良支事己需との度H1：守・4ええも札 t: 。つ、 ι て~＂＇は
-ill (J) 支配電 L し之作印有志す・‘色然。キロ住人でを小鳥容の下に生
~1; し九ごの人々に之、ては 相主ご＜1 もま 1・之の色特色勺九諸J見隼こモ強
大九主晋G:/J °t 白う） i主に及ぼしてえも -t (]) z·· 怠、た. ~：？ ウ、も 乞十t 告
はい守・札 t ヰキ的 fi t のとさ札T:: 0 之 l Z. 9. 牟人 vt毎ら衿々勺r大4色キや
Z や香b守お九て白うF t二車需主化さ札もて信じて竹~ 0 

包今~ζ特色

在、 i書供代（ ::::et=c~ ぺf 5 七~t己ごち主で 1 に九も乙、 B ヨF の精通ω 智
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犯か確立と札す三と奄 i S 札之山 1-;i 。斗ムセヤω ℃した智号巳の i主！1\·~ する
℃ 富士斗、の占二う九丸山性℃ぞの鹿山中が対象と江、 z.¥¥ ~。、じて ilメ
モ 怠t 海上：夜行？警に私鮫宅建乙寄t行、てれも。数日の調査に主
之、 主清耐え印診 t の努寺巴造宇n・t 支見して＼＼ら。との守 1:: \ti同主義、言え
を号容岩石宛歪九ピ φ毎異て？”見付 vt t＝・
上以に見k も与こい＝白与の "6 ~~害号立F \,t では九く℃ 特車モ色然定基
調 L有 1d 。柄通 ζ 色然℃ m j宮山震｝句は色併に ~t.9タえの種類の執ウ「い~
"L ＇＇ラコ ζ に一番は、き＇＞表わ札 z ¥¥ ~ζ 思う.. ｷff'l :i.. \i下、特 i) i.-t.全1 宇渋
の今 I：：否、桂主キ、動向山 木九ピ”が村長ζ して礼拝有 ＇！－；， u ご札つ、 5
ご小島燃の署長 t 一つつ・・フ簡潔九＝説明したれ E 尽う．
五：否定衿℃し E容も i瓦~ゲ白老にかなり~ l＼起露店主乏つご亡 ~t.. 文
書ポ的九包拠ヴ主人ま I）九日目札 ζ 佐世の震俗ウ、も推測でそ~1<1D~ 々
も特は氷神と万九さい之山、。雨乞の立てT 集 E l Eζ神主母、宮憶が・ラ
白 t 主 r:··r是ヲ Z ¥¥ 1;} .，清元乞の院は人勺ずをの村 ζ 芝われてい ~b セ）＼¥ 
m ヒヤに〉、札て 守ヲつ、け容も．
志村は雨乞の持金 t;＂けでは：h. にて 懐女企や玉緑町主産毛毛持切祈＼）の
註~て払も．つ主り． ζ ネ今 d要式全宝寺氏.，t: C）、 両毛’乞.，1= <i 、 玉訟の
萱産屯祈ヲち＇＞し t 、 v~：もぽも G可ご Eτ＂＂＼，~九久て、モ机乞れ互＼＼に関
車有も。司九わも い守・札 t 宝章わ乙度H？；：ウr ＆，ろう。
日キ人が忍宅考会式E有もさと Vt..毛い＼。宅を令括合も T主1・者 t二通に之 忍
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